
討

論

討

論

VS

反
対
反
対

賛
成

反
対
討
論
︵
三
宮
議
員
︶

国
や
地
方
の
最
大
の
問
題
は

賃
金
の
切
り
下
げ
が
行
わ
れ
た

結
果
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
が
厳
し
い

こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
固
定

資
産
税
に
対
す
る
減
免
制
度
や

滞
納
処
分
の
停
止
制
度
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
実
現
す
る

な
ど
、
弱
者
に
寄
り
添
っ
た
施

策
の
実
現
を
求
め
る
と
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論
︵
平
野
議
員
︶

子
育
て
に
手
厚
い
事
業
、
長

年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、
Ｊ

Ｒ
・
名
鉄
弥
富
駅
周
辺
環
境
整

備
に
向
け
自
由
通
路
整
備
事
業

な
ど
、
も
っ
と
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
・
も
っ
と
、
優
し

く
健
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
・
も

っ
と
、
豊
か
で
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
３
つ
の
重
要
な
視

点
を
も
っ
た
予
算
編
成
で
あ
る

と
賛
成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

※
採
決
は
、
８
・
９
頁
の
﹁
議

案
等
の
賛
否
状
況
一
覧
﹂
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

議
案
第
３
号

平
成

年
度
弥
富
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

28

反
対
討
論
︵
三
宮
議
員
︶

市
長
は
国
民
健
康
保
険
は
国

策
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
と
い

う
趣
旨
に
理
解
す
る
面
も
あ
る

が
、
負
担
は
高
め
、
給
付
は
低

め
と
な
っ
て
い
る
現
状
、
一
番

弱
い
立
場
の
者
に
対
す
る
よ
り

一
層
の
配
慮
を
求
め
る
と
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
６
号

平
成

年
度
弥
富
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
７
号

平
成

年
度
弥
富
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

2828

反
対
討
論
︵
三
宮
議
員
︶

事
業
実
施
し
た
場
合
に
行
政

と
住
民
の
負
担
が
ど
の
よ
う
に

な
る
か
事
業
開
始
当
初
よ
り
明

ら
か
に
さ
れ
ず
、
収
入
の
土
台

と
な
る
使
用
水
量
も
供
用
開
始

が
さ
れ
て
い
る
実
際
を
み
る
と

乖
離
が
あ
る
。

今
後
の
計
画
事
業
推
進
に
は

可
能
な
限
り
行
政
と
住
民
の
負

担
が
増
加
し
な
い
よ
う
な
方
策
、

抜
本
的
な
問
題
解
決
の
努
力
を

求
め
る
と
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

議
案
第

号

弥
富
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

30

質

疑

質
疑
︵
那
須

英
二
議
員
︶

①

今
回
の
改
正
に
よ
り
占
用

料
が

年
度
予
算
に
比
べ

万

27

150

円
減
収
と
な
る
要
因
は
。

②

占
用
者
は
大
手
電
力
会
社

や
、
大
手
電
話
会
社
で
あ
る
と

思
う
。
そ
う
し
た
体
力
の
あ
る

企
業
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
ど
お

り
納
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
還

元
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
︵
開
発
部
長
︶

①

県
が
道
路
法
施
行
令
の
一

部
改
正
︵

年
度
の
評
価
替
を

27

も
と
に
算
出
し
、

年
４
月
１

28

日
か
ら
占
用
料
の
額
を
改
定
︶

す
る
た
め
、
本
市
も
準
じ
て
占

用
料
の
額
を
改
定
す
る
た
め
。

②

海
部
地
域
の
中
で
も
見
直

し
が
随
時
さ
れ
て
い
る
。

本
市
だ
け
が
据
え
置
き
で
は

な
く
他
の
自
治
体
と
の
歩
調
を

合
わ
せ
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら

も
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

議
案
第

号

弥
富
市
環
境
保
全
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

37

質

疑

質
疑
︵
鈴
木

み
ど
り
議
員
︶

①

火
災
の
焼
け
跡
︵
火
災
ご

み
︶
の
処
理
は
該
当
す
る
の
か
。

②

不
法
投
棄
や
雑
草
が
生
い

茂
り
困
っ
た
場
合
の
連
絡
は
区

長
か
ら
か
個
人
か
ら
な
の
か
。

答
弁
︵
市
長
︶

①

火
災
で
発
生
し
た
残
焼
物

も
、
本
条
例
で
規
定
す
る
も
の

に
該
当
す
る
。

答
弁
︵
民
生
部
長
︶

②

雑
草
な
ど
は
、
消
防
法
上

で
毎
年
指
示
し
て
い
る
。

投
棄
な
ど
は
区
長
に
お
願
い

で
き
れ
ば
一
番
い
い
と
思
う
が
、

個
人
で
も
構
わ
な
い
。

答
弁
︵
市
長
︶

不
法
投
棄
の
ご
み
な
ど
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
全

体
予
算
の
範
囲
内
で
ご
み
収
集

を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
ず
基
本
は
個
人
と
い
う
原

則
を
崩
さ
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
。
そ
の
中
で
ど
う
し
よ
う
も

な
い
と
き
に
行
政
と
し
て
知
恵

を
出
し
区
長
や
住
民
の
み
な
さ

ん
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
あ

え
て
申
し
上
げ
る
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

伊
藤
正
信
議
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
議
会
選
出
監
査
委
員

に
、
佐
藤
高
清
議
員
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

︻
新
任
︼
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

伊
藤
功
氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
後
任
候
補
者
と
し
て
推
薦

に
同
意
し
ま
し
た
︻
再
任
︼
。

伊
藤

功

氏
︵

歳
・
五
之
三
︶

68

水
谷
正
照
氏
の
退
任
に
伴
い
、

後
任
候
補
者
と
し
て
推
薦
に
同

意
し
ま
し
た
︻
再
任
︼
。

服
部

忠
昭

氏

︵

歳
・
平
島
町
︶

61

３
月
定
例
会
に
は
平
成

年
度

28

一
般
会
計
予
算
な
ど

議
案
が

44

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
案
に
対
す
る
採
決
結
果

は
、
８
・
９
頁
の
﹁
議
案
等
の

賛
否
状
況
一
覧
﹂
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

３月臨時会・定例会
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